
新宿区は、環境への負荷を少なくし、未来の環境を創造するまちづくりを推進しています。
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区長のメッセージ、写真日誌（活動記録）、出席するイベントなどを

新宿区ホームページ「区長の部屋」でご紹介しています

　区内には、新宿御苑や
神田川遊歩道などの桜や
ツツジ・山吹など歴史や
伝説に登場する花の名所
があります。今回は同館
所蔵の新宿の花を描いた
錦絵・絵画など約60点を
展示します。

【日時】3月14日㈰までの
午 前9時30分 ～ 午 後5時
30分（ 入 館 は 午 後5時 ま
で。1月25日㈪、2月8日㈪・
22日㈪、3月8日㈪は休館）

【会場・問合せ】同館（四谷三栄町12―16）☎（3359）2131・ ㋫（3359）5036へ。

石川啄木がとある事件をきっかけに探偵稼業をはじめるというア
ニメ「啄木鳥探偵處（原作：伊井圭（創元推理文庫刊））」とタイアップ
したスタンプラリーです。対象施設のスタンプを集めた方には、オリ
ジナルグッズを差し上げます。右記QRコードから参加できます。

各施設には描き下ろしを含むイラストパネルや等身大パネルを展示します。
※スマートフォン等をお持ちでない方はお問い合わせください。参加方法等詳
しくは、新宿区ホームページをご覧ください。

【対象施設（スタンプ設置場所）】▶新宿歴史博物館（四谷三栄町12―16）、▶漱石
山房記念館（早稲田南町7）、▶林芙美子記念館（中井2―20―1）、▶佐伯祐三ア
トリエ記念館（中落合2―4―21）、▶中村彝アトリエ記念館（下落合3―5―7）
※漱石山房記念館のスタンプ設置場所は有料スペースになります（1月24日㈰
までは300円・1月26日㈫からは500円（小・中学生はいずれも100円））。

【景品（なくなり次第終了）】▶各施設に設置しているQRコードを読み込み、ス
タンプを獲得した方…各施設毎にオリジナルポストカード
▶スタンプを5つ集め、アンケートに答えた方…オリジナルマスクケース

【問合せ】文化観光課文化資源係（第1分庁舎6階）☎（5273）4126・㋫（3209）1500へ。

1月22日㈮㈮～3月14日㈰㈰
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広報新宿広報新宿
お詫びと

訂正

首都圏では直下型の大地震がいつ起きてもおかしくないと言われています。
大地震発生時に大切な命を守るために、家庭の防災対策を再確認しましょう。

【問合せ】危機管理課危機管理係（〒160-8484歌舞伎町1―4―1、本庁舎4階）
☎（5273）4592・㋫（3209）4069へ。

住宅用家具転倒防止器具の取り付け

◆ご利用ください 区の事業
地震など大きな災害が起こったときは、日頃から情報収集の手段を確認して

おくことが重要です。
区防災気象情報システム（下記）に登録するなど、区等からの情報収集に努

め、各家庭の実情に応じて命を守るための適切な行動を取ってください。
【問合せ】危機管理課地域防災係（本庁舎4階）☎（5273）3874・㋫（3209）
4069へ。

区防災行政無線で緊急情報等を放送します

　区立公園・区施設等に設置した屋外拡声子局（防災スピーカー）から、緊急情
報や避難勧告等を放送します。専用電話番号☎（3205）1011で内容を聞くこと
もできます。

区防災気象情報メールシステムに登録を

　区内の地震情報や気象情報等をメールで
受け取ることができます。
登録は㋱entry-snjk@bousai-mail.jpに
空メールをお送りください

◆災害時の情報収集にお役立てください

◆避難所の感染症対策
●避難所の新型コロナ感染症対策を
　強化しています
　避難所開設・運営の際の新型コロ
ナ等の感染症拡大防止に向けた対策
をまとめた「避難所運営管理ガイド
ライン（感染症対策編）」を作成しま
した。

全51避難所には感染症対策用品
を配備しています（マスク、手指消毒
液、フェイスシールド、非接触型温度
計等）。

●重症化リスクの高い避難者のために
宿泊施設と協定を進めています

　新型コロナ感染拡大を受け、避難者間
での感染対策を強化するため、重症化リ
スクの高い避難者の受入れ先として、区
内の宿泊施設（ホテル等）と、施設の提供
に関して協定締結を進めています。
　発災時には区が宿泊施設と受入人数
等を調整した上で、対象者に施設に移
っていただきます。

登録はこ
ちらから

12月25日号3面「駐輪施設の定期利用者募集」の記事について、
「申請後の流れ」最下段の記載に誤りがありました。正しくは、「4月
から自転車等駐輪場・路上自転車等駐輪場を「1か月」「3か月」「6か
月」で定期利用し、令和4年3月まで利用を継続する場合は、利用有
効期間内にあらためて手続きが必要」です。お詫びして訂正します。

転倒防止板 ベルト式金具・L字型金具突っ張り棒

器具の種類と家具転倒防止効果

●器具が5点まで無料になります（1回限り）が5点まで無料になります（1回限り）が
　名簿は、災害時の避難等に支援が必要な方
を事前に把握するため、本人の申し出により
作成しています（登録者を優先的に救出する
ための名簿ではありません）。名簿への登録
等詳しくは、地域福祉課福祉計画係（本庁舎2（本庁舎2（本庁舎
階）☎（5273（5273（ ）5273）5273 3517・㋫（3209（3209（ ）3209）3209 9948へ。

生活保護を受給している世帯の方・

災害時要援護者名簿に登録している方へ

【対象】区内在住の方
【対象となる家具】たんす、戸棚・棚
類、冷蔵庫、テレビ（住宅部分にある
家具で、区の指定器具で取り付け可
能なものに限る）

【費用】器具の購入費用、天井や壁
等に補助工事が必要な場合の費用
は利用者負担
※家具転倒防止器具は、区が派遣
する取り付け業者からも購入でき
ます（下記参照）。

令和2年度に取り付け業者から
購入する場合の価格（税別）

▶ベルト式金具…1,300円、▶L字型金
具…700円、▶突っ張り棒（小）…
4,600円、▶突っ張り棒（大）…4,900
円、▶転倒防止板…1,000円

【申込み】所定の申請書を郵送・ファックス
または直接、危機管理課危機管理係へ。申請
書は危機管理課・特別出張所で配布してい
るほか、新宿区ホームページから取り出せ
ます。後日、訪問日等を調整するため、業者
から電話連絡をします。

専門業者をご自宅に派遣し、設置場所に適した家具転倒防止器具の取り付け
方法を相談の上、無料で取り付けます。

▲絵はがき（桜名所）江戸川之桜花
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